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海
運
ピ
園
長
経
済

第
九
巻

(第

一
號

=

(
二
～

=
八
二

'海

運

ぐ」

国

民

経

濟

小

島

昌

太

郎

目
次

序
言

一

一

吉
代
及

び
申
　世
に
於
け

ろ
海
上
交
通
重
幌

の
意
義

二

現
代
海
外
貿
易
幇
助
機
關
足
し
て
の
海
運

ミ

濁
立

の
産
業

ピ
し

て
の
海
運

一

四

植
民
地
の
領
有

こ
海
運

一

五

国
防
ミ
海
運

序

言

海
は
吾

々
の
脛
濟
生
活
に
劃
し
て
、
二
つ
の
主
要
な
る
關
係
を
有

っ
て
居

る
。
其

一
は
生
産
的
關
係
で
あ

っ
て
、

'

海
産
物

の
無
壷
藏
な
る
賢
庫
&
し
て
ぼ
あ
る
。
其
二
は
交
通
的
關
係
で
あ
っ
て
、
最
も
便
利
な
る
交
連
路
ε
し
て

で
あ
る
。
海
は
太
古
よ
り
此
二
方
面

に
於
い
て
、
人
類
経
済
活
動

の
舞
墓
で
あ

っ
た
。
而
し
て
、
古
代
民
族
に
於

い
て
、
航
海

の
獲
蓮

が
漁
業
よ
り
起
り
な
る
も

の
な
る
を
見
れ
ば
、
海
は
人
類
の
経
済
に
謝
し
、
先
づ
海
産
物

の

賢
庫
ε
し
て
の
關
係
を
生
じ
、
次
に
交
通
路
ε
し
て
の
關
係
を
生
じ
だ
も
の
と
見
え
る
。
併
し
乍

ら
、
今
日
に
於

い
て
は
、
そ
の
交
通
路
ε
し
て
の
關
係

の
方
が
、
そ

の
生
産
的
關
係
よ
り
も
重
要

の
程
度

に
於

い
て
遙
に
優

る
所

・

あ
る
に
至
つ
穴
。
勿
論
、
今
日
に
於
い
て
も
、
世
界
.の
海
産
物
は
年
々
非
常

の
互
額
に
昇
り
、
・其
需
要
も
益
々
増

加
の
趨
勢
に
あ
っ
て
、
海

の
、
吾
々
の
経
濟

に
封
ず
る
生
産
的
關
係
は
、
極
め
て
重
要
な
る
も
の
あ
る
の
で
あ
み



.

が
、
併

し
之
を
陸
上
産
物

の
互
額

な

る
に
比

ぶ
れ
ば

、
海

の
生
産

臓
到
底
、
陸

の
生
産

に
及

ぶ

べ
く
も
な

い
。
然

る
に
、
交
通
路

ご
.し

て
貨
物

の
移
動

す

る
關
係

よ
り

吉

へ
ば
、
近
年

、
世
界

に
於
け

る
鐵

追
綱

の
獲

達
著

し
き
弥

の
あ

る
に
拘
は
ら
章

、
海

上

の
交

通

は
、
陸
上

の
交

通

に
比

し
.て
、
遙

に
重
要

な
る
も

の
ε

な

っ
た
。

ハ
レ
ー
は

お

既
に
敷
年
前
に
於

い
て
世
界
貿
易

の
四
分
三
若
し
く
は
五
分
四
は
海
上
貿
易
で
あ
る
ご
推
測
し
て
居
る
。
從

っ
て
、

一
国
が
優
勢
な
る
海
運
力
を
有
す

る
や
否
や
は
、
其
国
民
脛
濟
上
、
將
た
又
、
國
家

の
存
立
上
極
め
て
重
要
な
る

關
係
を
有
す
る
に
至
っ
た
狙
で
あ

る
。
余
が
本
論
に
於

い
て
述

べ
ん
ε
欲
す
る
所
は
、
即
ち
こ
の
交
通
路
こ
し
て

海
の
重
硯
さ
る
べ
き
所
以
、
換
言
せ
ぱ
、
海
運
&
国
民
経
済
ご
の
關
係

に
就

い
て
～
あ
る
。

嗣

古

代

及

び

山
・世

に
於

け

る

海

上

交

通

重

視

の
意

蛍
我

古
來
・
海
上
交
通

に
於

い
て
雄
飛
し
た
る
図
民
は
数
多
一
あ
っ
允
。
古
代
に
於

い
て
は
、

フ
ニ

キ
ァ

律

串

良
9
巴

カ
ル
タ
ゴ

(6
丹
荘
国
㈹
o
)

ア
プ
ネ

(♪
穿
o旨

Φ
)、
中
世

に
至
b

て
は
、

ノ

ル

マ
ソ

(累
。
「ヨ
国
ロ
)

ハ
ソ
ザ
同

盟

諸
市

(団
卯
口
。。畠
ユ
o
富

国
鵬
qo
)、

ベ
ネ

チ
ア
.
(く
①
昌
①臨
p
)
等

は
　即
ち
そ
れ

で
あ

る
。
贔
～等
の
國
民

(又

は
民
族

)

に
あ
り

て
は
、

そ

の
海
上

の
活
動

が
彼

等

の
経
濟
生

活

上
、
極
.め

て
重
要

な

る
關
係

に
あ
り

し
こ
ε
は
皆

同
様

で

あ

る
が
、
彼
等

を
し

て
か
く

海
上

に
活
動

せ
し
む

る
に

至
り
し
事
情
は
必
ず
し

も
同

一
で
は
な

い
。

從

っ
て
、
彼

等

が
海
上
交
通
を
重
現
す
る
の
理
由
に
は
、
各
々
多
少
異
る
所
が
あ
っ
祐

、

海
運

ざ
国
民
経
済
.
.

,
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海
運
ミ
国
民
輝
濟
.

第
九
巻

(第

門
脇

=
八
四
)

「
六
四

、

先

づ
・フ
ェ
ニ
キ
ア
に
就

い
て
之

を
見

る
に
、
此

民

族

は
踏

中
海

の
東

端
、

シ
リ

ア

(しり
尾
島
ε

の

一
部

、

レ
バ
ノ

ン

(
[
①げ
貼5
8
)

山
[脈
㎝冠
海
岸

と

の
間
門、
東
西
僅

に
五

哩
乃
至
十
五
哩

の
幅

に

て
、
南
北

の
長

さ
二
百
哩

に
一旦
る

狭
長

な

る
地

方

に
國

を
建

て
た

る
為

の
で
あ
る
。
此

地
方
は

天
恵
乏

し
く

、

レ
〆
ノ
ン
山

が
戻
材

を
産

す

る
外

は
、

地

味
碗

埆

に
し

て
農
耕

に
適

す

る
土

地
少
く
、
陸

上

の
産

物
は
極

め
て
貧
し
か

つ
π
。

さ
れ
ば
、
彼
等

は
陸
上
に

於

い
て
恵
ま
れ

ざ
り

し
富

を
、
海

上
に
求

め
ん

が
爲

め
、
多
く
は
遠

く
海
洋

に
出

で

、
漁
業

に
徒
事
し

投
。
然

る

に
、
彼
等

は
元

来
勇

適
敢
爲

の
民
族

で
あ

っ
た

か
ち

、
漁

業

に
於

い
て
海
上

の
生
活

に
慣

れ
、
且

つ
自
然

に
航

海

術

を
習

得
す

る
に
從

ひ
、
次
第

に
漁
業

の
み
を

以
て
満

足
せ
す
、
遙

に
異

國
問

に
航

し
て
、
蓮
商

貿
易

の
利
を

牧

む
る
に
至

っ
た
。

か
く
て
彼

等

の
船

は
漁
船

よ
り
漸

一
商
船

、8
な
り
、
東
都
地

中
海

や
黒
海

よ
b
、
次
第

に
遠

一

に
及

び
、
後

に
は
地
中
海

西
部
沿
岸
地
方

は
言

ふ
に
及

ば
事

、
時

ε
し

て
は
西

の
方

ジ
ブ

ラ

ル
タ

ル

(9
耳
巴
冨
こ

海
峡

を
過

ぎ

て
、

マ
デ

ィ
ラ

〔冒
巴
Φ
ぎ

)

カ
ナ

リ

ヤ

(∩
国
ロ
鼠

p
)
諸
島

、

さ
て
は

英
吉
利

の

コ
ー

ソ
ウ
ナ
ー
ル

(∩
O
ヨ
ミ
"
ロ
)
に
も

至
り
、

叉
東

の
方

は
、
紅
海
・、
波

斯
湾

よ

り

セ
イ

ロ
ン

(∩
Φ泣
8

)

迄
も
至

っ
た
ε

云
ふ
ご
ヒ

で
あ

る
。
常
時
、
未

だ
羅
針
盤

な
く
船
膿
も
街
甚

だ

小
な
り
し
時
代

に
於

い
て
、
か
く
遠

隔

の
地

方
に
其
船
影

を

留

め
し

ょ
り
見

れ
ば

、
彼

等

の
海

上
に
於
け

る
活
動

が
、
如

何

に
大
糖

に
且

つ
如
何

に
盛

な
り
し
か
を
想
見
す

る

に
足

る
で
あ
ら
う
。
併

し
乍

ら
、
彼

等

の
商
船

が
か

く

の
如
く
盛

に
東

西
に
活
動

せ
し
は
、
自
國

の
生
産

物

の
販

路

を
他

国

に
求

め
ん

が
爲

め
で
も

菰
く
、
又
他
国

の
生
産
物

を
自

国

の
市
場

に
輸
入

せ
ん
が
爲

め
で
も

な
か

つ
ね
。

,



ピ

昌

そ
は

、
實

に
、
甲
地

よ

り
乙
地

へ
、
乙
地

よ

り
丙
地

へ
こ
、
異
國
間

に
貿

易
を
螢

み

つ

、
其
間

に
亘
利

を
占
め
ん
が

爲

め
で
あ

っ
だ
。
勿
論
、
彼
等

の
商
船

に
積
ま

れ
し
荷

物

の
中

に
は
、
例

へ
ば
染
料

・
硝

子

の
如

き
自

國

の
産

物

も
あ

っ
な

で
あ
ら

う
が
、
併

し
此
等
は
言

ふ

に
足

ら

ざ
る
小
部

分
拠

る
に
過

ぎ
か

し

て
、
其
大
部

分
、
殆

ざ
そ

の

総

て
に
近

き
大
部
分
は
、
實

に
異
国
間

に
輸
送

さ

る

」
商
品

で
あ

っ
た

の
で
あ

る
。

故

に

フ
ェ
三
.キ
ア
民
族

が
、

海
上
交
逼

に
於

い
て
盛

に
活
躍

せ
し
は
、
園
内
産
業

の
獲

達

に
促

さ
れ
叉
之

を
助
長

す

る
の
關
係

に
於

い
て
に
非

申
し

て
、
獲
展

の
鯨

地

な
き
陸

上

に
代

へ
て
、
輕
濟

生
活

の
基

礎

を
海
上
に
於

い
て
作

ら
ん
が
爲

め
で
あ

っ
な

の

で
あ
る
。

ア
プ
ネ

の
海

上
活

動

の
興
隆

は
、
其
植

民
市

(♪
℃
o
蒔
)
の
増

加

ご
相
伴

ふ
て
起

つ
な
も

の
で
あ

る
。

フ

ェ
ニ
.キ

ア
人
も
地
中
海

沿
岸

に
多

く
の
植

民
地

を
作

り
、

か

の
カ

ル
タ
ゴ

の
如

き
に
、
實

に
其
雄

な

る
も

の
で
あ

っ
て
、

本
國

フ
ェ
ニ
キ

や
衰
退

の
後
は
、
之

に
縫

い
で

海
商

國
ε

し
て

「
時
隆

盛
を
見

だ
程

の
も

の
で
あ

る
が
、
然

も
概

レ
ご
ぬげ
リ
ロ　
ぽ
ロ
の
ロず
ぎ
ロき

し
て

フ
ェ
ニ
キ

ア
の
植
民
地

は

、

そ
の
航
海
井

ぴ
に
膨

張
範
園

の
保
安

を
目
的

&
し

て
碇
泊
所

や
商
館
を
設

け
π

る
に
始

ま

る
の
で
あ

る
か

ち
、
富

は

蜜
其
通
商
貿
易

に
附

随

し
て
起

つ
な
も

の
で
あ

る
。
然

る
に
、
元
来
農
業
民

族

π

る
希
臘

の
植
民

は
、

フ
ニ
「
キ
ア

ご
趣

を
異

に
し
、

海
外

に
商
灌

を
振
張
せ
ん

が
嚼

め
に
あ
ら
す

し
て
、
飴

剰
人

口

の
爲

め
未
開

の
地
方

に
耕
地
を
獲
得

す

る
に
あ

っ
な
。

さ
れ
ば

ア
ーブ
ネ

の
植

民
地
も
共
倒

に
漏

れ
す

、
皆

主

ε
し

て
農
業

を
管

み
、
工
業
生
産
品

は
之
を
本
圃

よ

り

の
供

給

に
仰

い
だ
。

而
し
て

こ
の
工
業
生

産
品

を
植
民

海
運
ε
国
民
脛
濟

第
九
巻

(第

「號

=
八
五
)

一
.六
五

Mayr.1。ehrbuchdcrHaudelsgeschicllt弓pS.r4.
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r」

'

嘱

海
運
ξ
國
民
纒
濟

「

第
九
巻

(第
一
號

=
八六
)

一
六
六

地

に
供

給
し
農
産
物
を
本
図

に
輸
送
す

る
の
必
要

に
促

さ
れ

て
.
換
言

せ
ば

、
植
民
地

ご
本

圃
と

の
聯
絡

を
全
う

す

る
必
要

に
促

さ
れ
て
、

ア
・7
ネ

の
海

上
に
於

け

る
活
躍

が
起

つ
だ

の
で
あ

る
。
然

る
に
、
止

る
所

な
き
人

口
の

増
加
は
、
盆
・
新
植
民
地
の
獲
得
碧

を
必
饗

し
、
之
が
爲
め
に
は
海
上
交
垂

に
優
軽

・
地
位
・
占
む
・

必
要
が
あ
る
か
ら
、
遂
に
フ
ェ
ニ
キ
ア
蓬

海
上
勢
力
を
争

ふ
て
之
に
打
ち
勝

ち
、
地
中
海
東
部
の
海
商
権
を
牧
め
、

の

.

叉
デ

ロ
.ス

(U
①
訂

)
同
盟

を
作

っ
て
、
海
上

の
覇

権
を
握

る
に
至

つ
π

の
で
あ

る
。

さ
れ
ば

τ

7
ネ

の
海
上

交
通

は
、
植
民
地

の
獲
得

蓬
其
維
持

ご

を
、
主

な
る
目
的

と
し
な
.も

の

ξ
見

姦
く
ご
が
出

來

る
。
之
は

ア
・ア
ネ

の
海
上

活
動

の
範
園

が
、
其

植
民
地
所

在
地
方

よ
り
遠

く
外

に
出

で
ざ
り

し

に
見

て
も

明
か

で
あ

ぢ
う
。

ハ
γ
ザ
同

盟
及

び

ベ
ネ

チ
ア
の
海
上

に
於

け

る
活
動
は

、

フ
ェ

ニ
キ

ア
の
如

く
、
陸

上
に
於

い
て
輕
濟
的
活
動

を
な
す

の
鯨
地

な
き
が
矯

め
に
起

り
し

に
あ

ら
す

、
叉

ア
プ
ネ

の
如

く
、「
植

民
地

ε
本
國

ε
の
聯
絡
を
主

ご
し
な

る
も

の
で
も

な
く
、
全
く
内
地

に
於
け

る
薩
業
獲
蓬

の
結

果

、自

園

生
産
品

の
輸
出

、自

国
需
要
品

の
輸

入
を
中
心

ε
し
て

、
海
外
貿
易

を
螢

ん
だ

の
で
あ

る
。
・
然

る
に

ノ

ル
マ
ソ
の
海

上

に
於

け

る
活

躍
は
、
此

等

巴
全

く
其
趣

き

を
異

に
し
て
居

る
。
ン

ル

マ
ソ
ε
云

ふ
は
、
即

ち

ス
カ

ン
ヂ
ナ
ヴ

イ

ア
人
で
あ

っ
て
、瑞

典
・
諾
威

.丁
抹
地
方

に
住

せ

し
ゲ

ル

マ
ニ
民
族

で
あ

る
。

而
し

て
、
其

性
質

の
勇
敢
剛

謄
な

る
こ
ε
、
其
郷
土

の
土
地
不
毛

に
し

て
陸
産
物

に
乏
し

き
こ

ご
、
從

っ
て
陸

上

に
恵
ま

れ
ざ
り
し
富
を
求

め

て
海

上

に
活
躍

す

る
に
至

り
し
こ
ご

は
、

フ
ェ

ニ
キ

ア

ε
其

事
情
を

一
に
し
て
居

る
。
併

し
乍

ら
、

一
は
南
方

の
季

和

民
族

で
あ
b

、

一
は
北
邊

の
好
戦

民
族

で
あ

っ

7

0

「



r」

π
こ
ε
は
、
其
活
躍

の
趣
き
を
大
に
異
に
せ
し
め
π
。
即

ち
フ
ェ

ニ
キ
ア
は
孕
和
な
る
通
商
を
專
ら
ε
せ
し
に
、

/
〃
マ
ソ
は
攻
撃
劫
掠
を
以
て
或
は
海
上
に
或
は
異
国
沿
岸
に
跳
梁
し
た
も

の
で
あ
る
。
今

の
欧
洲
諸
国

の
古
き
.

雁
皮
に
し
て

ノ
〃
マ
ン
入
寇

の
影
響
を
蒙
ら
ざ
る
も

の
は
殆
ざ
な
い
。
海
上
交
通
皇
土
海
賊

の
賑
唇
は
敢
て
珍
ら

し
き
事
柄
で
は
な
い
.が
、
か
く
の
如
く
殆
ざ

一
民
族
全
艦
ε
し
て
海
上

に
劫
掠
を
働
き
、
海
賊
騎
行
爲
を
以
て
民

族
経
済

の
本
膿
ご
な
せ
し
も
の
、
恐
ら
く
は

ノ
ル
マ
ソ
の
外
に
見
る
を
得
ざ
る
所
で
あ
ら
う
ゆ

り

以
上
は
、
上
古
及
び
中
世
に
於
け
る
隊
洲
諸
民
族
海
上
活
動
の
有
様
を
、
其
圭
だ

る
動
機
よ
り
見

て
述

べ
決
め

で
あ
る
。
今
、
之
に
よ
り
て
彼
等
が
、
海
上
交
通
な
る
も

の
を
以
て
其
民
族

の
脛
濟
上
重
要
観
す

べ
き
も

の
と
な

し
た
る
理
由
を
稽
ふ

る
に
、
凡
そ
四
つ
あ
る
。

.

～

∴

、
.本
國
内
地
の
産
業
稜
達
し
投
る
に
よ
り
海
外
に
販
路
を
求

め
て
之
を
輸
出
し
、
且

つ
海
外
よ
り
自
国
に
於

い
て
生
産

せ
ぎ
る
も

の

(當
時
は
圭

ε
し
て
上
流
階
級

の
奢
侈
品
)
又
は
生
産

の
乏
し
き
も
の

(圭

ε
し
て
穀

物
)
を
輸
入
し
、併
せ
て
異
国
間

の
貿
易
に
よ
り
利
益
を
得

る
の
手
段

と
し

て
海
上
交
通
を
重
観
し
旋
る
も
の
。

二
、
植
民
地

の
獲
得
維
持

の
必
要
上
、
海
上
交
通
権
の
把
握
を
重
観
し
拠
る
も

の
。

三
、
本
圃
め
陸
上
に
於
け
る
生
産
的
資
源
乏
し
き
爲
め
、
異
國
間
に
通
商
貿
易
を
警
み
、
其
利
得
を
以
て
民
族

の
纏
濟
を
立

つ
る
に
よ
り
、
海
上
交
通
を
重
醜
し
な
る
も

の
。

四
、
本
圃

の
陸
上
に
於
け
る
生
産
的
資
源
乏
し
き
爲
め
、
異
国
間
欠
職
圃
的
劫
掠
を
行

ひ
、
其
奪
掠
物
を
以
て

海
運
ピ
国
民
経
済

第
九
巻

(第
「
號

一
夫
七
)

=
八
七

,

「



海
運
ミ
圃
民
経
濟
「

.

第
九
巻

(第
「
號

「
大
入
)、

「
大
入

民
族

の
経
濟
を
立

つ
る

に
よ

り
、
海

上
交
通
を
重

現

し
な

る
も

の
。
、

海

上
交
通

を
以

て
國
民

(叉
は
民
族

)脛
濟

上
重
要

な

る
關
係

に
あ

る
も

の
な
り
と

な
す
右

四
箇

の
理
由

の
中
、

第

四

の
も

の
は
最
早
今

日

に
於

い
て
は
存
在

せ
ぎ

る

こ
ご
勿
論

で
あ

る
が
、
他

の
三
衙

の
理
由

は
今
も
昔

に
憂

か

も

あ

も

も

し

　

り

ら

も
　

ヘ

へ

も

し

も

し

ロ

ミ

も

ヘ

ハ

も

ヤ

へ

も

も

も

も

な
く
樹

へ
ら
れ
て
居
る
所

で
あ
る
。
只
、
昔
に
あ
り
て
は
海
外
貿
易
と
海
上
運
送
ご
が
、
不
可
分
な
る

一
個
の
企
業

ヘ

ヤ

も

お

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

マ

　

も

ず

も

も

も

し

り

も

マ

も

し

へ

も

り

へ

る

ゑ

ヤ

ヵ

も

た

カ

ヘ

へ

も

ヘ

ネ

も

ゐ
ロ
ち
ロ
　

り
く

カ

も

こ
し
て
管
ま
れ
た
る
に
、
今
日
に
於

い
て
は
、
海
外
貿
易
業
こ
海
上
運
送
業
ε
が
分
離
し
て
各

亙
凋
立
の
産
業
ε
な

りり
π
る
結
果
、
多
少
問
題

の
内
容
が
純
化
す
る
に
至

つ
な
に
過
ぎ
拭
い
。
』即
ち
昔
に
あ
り
て
は
、
海
上
交
通
が
国

民
脛
濟
上
重
要
な
る
關
係
に
あ
り
.ご
云
ふ
場
合

の
そ
の
海
上
交
通
な
る
毛
の
に
は
、
海
外
貿
易
ご
海
上
運
送

ご
が

同
時
に
含
ま
れ
て
居

π
の
で
あ
る
が
、
今
日
に
於
い
て
は
、
そ
れ
は
、
自
国
に
優
勢
な
る
海
運
力

の
存
す
る
こ
ε

が
、
其
國
の
経
済
上
、
将
穴
国
家

の
存
立
上
、
重
要
な
る
事
柄
な
り
ε
云
ふ
意
味
に
な
つ
穴

の
で
あ
る
。
余
は
、

以
下
此
問
題
を
今
日
の
時
勢
に
引
合
し
て
研
究
し
や
う
&
思
ふ
。

「=

海

外
貿
易
幇
助
機
關

と
し
て

の
海
運

今
日

の
国
民
経
済
生
活
に
在
り
て
は
、
外
囲
&
の
貿
易
は
必
要
に
し
て
避
く
る
を
得
ざ
.る
事
柄
で
あ

る
。
併
し

乍
ら
、
今
日
に
於

い
て
は
海
外
貿
易
ε
海
上
運
送

ご
は
已
に
相
分
離

し
て
、
各

々
凋
立
の
産
業
と
な
っ
て
居

る
の

で
あ
る
か
ら
、
縦

ひ
外
国

ご
の
貿
易
が
如
何
に
必
要

な
り
ぜ
も
、
貿
易
品
を
輸
送
す
る
こ
ぜ
、
そ

の
こ
ご
は
必
ず
し



■P

馳

.も
貿
易
國
自

ら
が
行
ら

な
乏

も
、他

国
を

し
て
之

に
當

ら

し
め
て
も

差
聞
が

な
い
ど

考

へ
ら
れ

ざ
る
も

の
で
も

な
い
。
現
に
戦
前

の
白
耳
義
や
北
米
合
衆
国
の
如
き
は
、
多
少
の
海
運
力
を
有
せ
し
ε
雌
も
、其
海
外
貿
易
は
圭

ご

し
て
外
羅

舶
に
よ
り
て
蓬

せ
ら
れ
て
居

鬼

の
で
あ

る
。
即
ち
千
九
百
+
二
年
に
於
け
る
白
耳
義

の
海
上
封

む
ヨ
ロ
リ

外
貿
易
総
額
は
四
.
四
四
〇
.七
二
七

.○
○
○
法
(邦
貨

に
換
算
し
て

丁

七

一
八
・
五
六

・丁

三
四
九
圓
)
に
し
て
、

同
年

の
所
旙
船
舶
噸
数
総
計
は
三
〇
四
・
三
八
六
顧

で
あ
る
か
ら
、
海
上
よ
り
す
る
貿
易
額
、
邦
貨
百
萬
圓
に
射
し

篇

嘉

は
、慧

懸

・
響

…

.
(鐙

甥
灘

誰

葦

駐
舞
勲繋

騨

議

雛

鰻

購

璽

罷

米
合
香

竺

九

三

年
度
の
課

貿
易
馨

四
三

七
八
・八
九
ニ
ュ
ー天

三
弗

(八
・五
八
三
・四

　

ほ
に
リ
ロ
　
げ
コ
リ
　

く
ロ
の
ロ
ゆ
　
ロ

五
八
.
}、
二
Q
圓
)
で
、真

跡

洋

船

の
噸
数
総
計
は

丁

〇
二
七
・
七
生

ハ
顧
で
あ
嘉

ら
言

萬
圓
濁

し
、一
、一

へ九
噸
張
で
あ
・
。
試
み
・
、
乏

を
英
國
及
び
我
日
本

の
情

況
昆

撃

ん
に
、
英
國

の

一
九

「三

年
露

外
貿
易

総
額

は

一
.
四
〇
三
.
五
五
五
.
〇
六
五
傍

(
=
二
・⊥
ハ
九
八
⊥
ハ
九
七
・
四
三
四
圓
)
に
し
て
同
年

の
所
騙
船
舶
噸
数
は

一
二

.〇
四
五
.○
西
九
.噸
で
あ

る
か
ら
、
貿
易
額
百
萬
圓
に
封
.し
所
属
商
船
は
、一
雪
「ニ
が
噸
張
で
あ
る
。
日
本
は

一
九

=
二
年
(
大
正
二
年
)
め
対
外
貿
湯
総
額

一
。四
「
.五
・三
五
七
・=
=

入
園

で
、
其
所
旛
商
船
願
藪
総
計
は

丁

ロ

へ

　

も

五
〇
二
.
八
三
Q
噸

で
あ
る
か
ら
、

百
萬
圓
に
謝
し

一
〇
五
四
願
強
で
あ
る
。

故

に
白
耳
義
は
海
外
貿
易
顕
百
萬

圓
に
封
ず
る
商
船
顧
藪
割
合
に
於
い
て
英
國
の
.一
割

一
歩
五
厘
強
、
日
本

の

一
割
.六
歩
八
厘
弱
に
當
る
に
渦
ぎ
事

叉
北
米
合
衆
國

賦
同
様

の
比
較

に
於
い
て
更

に
劣
り
、
英
國

の
七
歩
七
屈
強
に
當
b
、
日
本

の

「
型

歩
三
厘
弱

海
響

国
民
纒
濟
.

第
九
巻

(笙

號

芙

九
)

=
八九

.

■ 矛ンαπ`=0.387 一ア碑.

Dollar=2.0064∫ .yen.
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噸、

海
運
ε
国
民
経
済

第
九
巻

(第
】
號

}
七
〇
)

一
七
〇

に
當

る
の
み
で
あ

る
。

か
く

の
如
く
、白
耳
義
や
北
米
合
衆
国
は
世
界
貿
易
上
主
要

の
地
位
を
占
む

る
も

の
な
る
に
、
其
海
運
力
は
甚
だ

し
く
微
弱
な
る
も

の
で
あ
る
。
而
し
て
、添
く
微
弱
な
る
海
運
力
を
有
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
に
拘
.は
ら
肇
、白
耳
義
に

し
て
も
、
北
沢
合
衆
国
に
し
て
も
、従
来
は
、兎
も
角
も
、
樹
外
貿
易
上
甚
だ
し
き
不
便
な
く
、
世
界
貿
易
.上
主
要
の

地
位
を
占
め
、
且
つ
逐
年
其
貿
易
額

を
増
加
し
て
居

る
の
で
あ

る
か
ら
、貿
易

の
盛
衰
は
優
勢
な
る
海
運
力
を
有
ず

る
ε
誓

に
拘
は
髪

る
様
で
あ
る
。
撚
り
、露

な
・
海
運
力
あ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
封
外
貿
易
隆
盛
な
る
能
は

ざ
る
も
の
で
も
な
く
、
叉
優
勢

菰
る
海
運
力
あ
れ
ば
ご
て
、
掛
外
貿
易
隆
盛
せ
な
る
も

の
で
も
な
い
。殊
に
、若

し
世

界

の
國
際
關
係
が
、政
治
上
軍
事
上
経
済
上
極
め
て
圓
満
な
る
協
調
を
保
ち
、
其
間

に
排
他
的
な
る
競
争
が
武
力

の

方
面

に
於
い
て
も
、脛
濟
の
方
面
に
於
い
て
も
殆
を

れ
な
き
の
理
想
境
を
現
出
す
藤

な
、完
全
な
る
国
際
聯
盟

が
出
家
上

る
時
あ
ら
ば
、
そ
の
時

こ
そ
各

國
何
れ
も
故
ら
に
自
國
忙
優
勢
猛
る
海
運
吻
を
存

せ
し
め
争
ε
も
、
封
外

翼
舞
を
な
.す
に
何
等

の
不
便
不
利
を
威
す
る
こ
ε
な
く
、
国
家
の
存
立
上
に
於
い
て
も
叉
何
等

の
不
安
を
感
じ
な

い
で
あ
ら
う
。
併
し
、
今
日
の
国
際
關
係
は
未

だ
左
様
な
理
想
的
雫
和
圓
満

の
状
態
に
在
る
の
で
は
な
い
。A
-日
現

實

の
国
際
關
係
、殊
.に
産
業

の
進
歩
し
た
る
.國
家
闇
に
あ
り
て
は
、
産
業
上
の
競
争
甚
だ
激
烈
で
あ

っ
て
、
販
路

の

整
得
、
原
料

の
輸
入
等
に
就
き
、
常
に
他
を
排
斥
し
て
己
濁

り
之
を
壟
断
せ
ん

ご
欲
す
乃
の
氣
風
が
あ
る
。
故
に
若

.し
・
か

操
る
裡
に
あ
か
て
、
隆
盛
な
る
掛
外
貿
易
を
有
す
る
國
が
、自
国

の
輸
出
入
物
品
を
輸
送
す
.る
に
足
る
の
海
.

●

「



」

蓮
力
を
自
ら
宿
せ
す
し
て
、
他
国
船
舶
に
依
頼
し
て
其
輸
送
に
當
ら
し
む
る
ご
き
は
、
そ
の
海
運
國
ε
軍
事
上
産
業

上
李
和

の
關
係
を
保

つ
問

は
何
等

の
不
利
な
け
れ
ざ
も
、
一
朝
軍
事
上

の
卒
和
破

る

＼
か
、或
は
産
業
上
競
争

の
關

係
を
生
す
る
こ
孟
あ
ら
ば
、
極
め
て
不
利
盆

な
る
地
位

に
陥

る
こ
ご
、
な
る
。
蓋
し
、
軍
・事
上
の
半
和
破

る
玉
ご
き

は
、
従
来
そ
の
海
運
力
に
依
頼

せ
し
所

の
封
手
國
の
商
船
は
、悉
く
引
上
ぐ

べ
く
、
其
場
合
に
は
縦

ひ
之
に
代

っ
て

他
国

の
一

向
李
和

の
關
係
に
あ
る
海
運
國
の
一

商
船
が
來
る
こ
ご

＼
な
る
べ
し
ご
雌
も
、
到
底
從
來
得
た
る

が
如
き
十
分
な
る
船
腹
を
得
る
館
は
季
し
て
、之
が
爲
め
一封
外
貿
易
は
甚
だ
し
き
打
撃
を
蒙
り
、假

ひ
そ
が
杜
絶
す

、

る
に
至
ら
す

ご
も
大

に
阻
害
せ
ち
る
、
こ
ε
＼
な
る
で
あ
ら
う
。
又
、産
業
⊥
之
ご
競
争

の
地
位
に
立
た
ん
か
、
封

手
國
は
船
舶
の
廻
航
を
停
止
若
し
く
は
澁
消
し
、或
は
賃
率
上
不
當
な
る
差
別
的
待
遇
を
與

へ
、其
他
種
々
な
る
海

運
政
策
上
の
手
心
を
加

へ
、
以
て
共
販
踏
を
脅
か
し
其
原
料
を
杜
絶
す
る
に
至
る
こ
ε
な
い
と
も
限
ら
な
い
q
か

く
て
は
、…対
外
通
商
の
腰
展
を
阻
害
せ
ら
れ
で
、産
業
上
質
身
上

の
地
位
甚
だ
し
く
危
険

に
瀕
ず
る
で
ご
、
な
る
。

然

る
に
、
今
日

の
国
際
間

の
事
情

は
、
荷
.
軍
事
上
に
於
い
て
も
脛
濟
よ
に
於

い
て
も
、
如
何
な
る
關
係
を
惹
起

す
る
か
、
測
り
知

る
べ
か
ち
ざ
る
情
況
に
あ
る
。
故
.に
、
蜀
外
貿
易
の
獲
展
を
期
す
る
に
は
、
少
く
と
も
、
自
国

の
輸
出
入
物
品
を
輸
送
す
る
に
尼

る
所

の
海
運
力
を
保
有
せ
ね
ば
菰
ら
ぬ
。

.

か
の
白
耳
義
や
北
米
合
衆
国
が
戦
前
微
々
な
る
海
運
力
を
宿
せ
し
に
過
ぎ
ざ
り
し
は
、
決
し
て
之
を
以
て
足
れ

り
と
て
甘
ん
じ
居
投
る
に
あ
ら
す
し
て
、
幽却

っ
て
大
海
運
力
を
保
有
す
る
の
必
要
を
感
じ
つ
、
も
、
諸
種

の
事
情

海
運
ε
国
民
経
濟
一

・

第
九
巻

(第
一
號

一
七
=

」七
一

O



、

海
運
ピ
国
民
脛
濟
.

第
九
巻

(・第
「
號

[
七
二
)

一七
二

が
海
運
上
の
獲
展
を
許
さ
な
か

つ
ね
の
で
あ
る
。殊
に
北
米
合
衆
國
は
、
そ
が
益
々
商
工
國
た
る
.の
方
向
に
獲
達
す

み
に
從

ひ
、
愈
々
海
運
力
を
隆
盛
な
ら
し
む
る
の
必
要
を
威
じ
.戦
前
に
於
い
て
も
之
が
短
め
努
力
す
る
所
が
あ
っ

投
。
例

へ
ば

一
九
〇

一
年

モ
ル
ガ
ン

こ
・
℃
.
窓
。
「急
ε

が
萬
國
商
船
會
肚

q
耳
。目
当
8
。・=
≦
①
頃∩
訂
昌
盛
①
日
豊
器

O
。
・)を
設
立
し
て
、多
敷

の
英
国
海
運
會
肚

(及
び
白
耳
義

の

一
會
肚
)
を
合
同
買
牧
し
た
る
が
如
き
は
、
即
ち
そ
れ

で
あ
る
。
併
し
、此
會
肚

の
設
立
に
よ
り
て
、
合
衆
国
は
其
財
政
上

の
質

権
を
牧

め
た
る
に
止
ま
り
、
艦
籍
及
び
螢

業
上
の
實
権
監
督
は
依
然
英
國
之
を
保
留
す
る
こ
と
、
な
り
た
る
を
以
て
、
.合
衆
國

の
海
運
力
ご
レ
て
加
ぶ
る
所

微
少
な
か
つ
穴
。
然

る
に
今
回

の
戦
鼠
起

る
に
及
ん
で
、合
衆
国
は
益
々
大
海
運
力
を
保
有
す

る
の
必
要
を
感
じ
、

船
舶
院

(C。
畠
乙

窪

し。
署
℃
℃
冒
㈹
π
を
設
立
し
て
、
極
め
て
大
企
摸

の
造
船
計
書
を
立
て
た
る
は
、
世
人

の
俗
熟
知

す
る
所

で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
造
船
計
量
は
、
勿
論
未
だ
全
部
竣
成
し
授
る
に
あ
ら
ざ
れ
ぜ
も
、
最
近

の
報
告
に

よ
れ
ば
此
許
蚕

の
下
に
、

一
.九
二
〇
年
に
は
、
鋼
製
航
洋
貨
物
船
及
客
船
を
合
せ
て

一
六
・七
三
二
・七
〇
〇
顧
が

出
來
上
.る
筈
で
あ

る
。勿
論
、此
計
書
全
部

の
成
功
は
多
大
の
疑
問

ε
せ
ら
る
、
所
で
あ
る
が
、
既
に
此
計
書

の
下

に
浩
ら
れ
な
る
商
船
多
数

に
上
り
、琶
來
の
所
屡
船
ご
北
新
造
船
ご
を
合
し
、本
年
(
一
九

一
九
年
)
一
月
二
日
現
在

の
合
衆
国
航
洋
商
船
は
総
計
、
三

八
六
三
隻
、
五
・六
五
六

・八
五
⊥
ハ
顧
〔総
噸
)
と
な

っ
て
居
る

(躰
牌
肝
醐
穆
針
距
郵
)
。

之
れ
即
ち
戦
前

の
五
倍
で
あ
っ
て
、
合
衆
国
が
其
海
運
力
を
撞
躾
す
べ
く
職
齪
を
好
機
ε
し
て
如
何
に
努
力
せ
し

か
.を
示
す
も

の
で
.あ
る
。

口

、

}

艦



、
、

1

.

.三

猫
立

の
産
業

と
し

て
の
海
運

、今
日

の
国
際
間
に
於

い
て
他
国

の
産
業
的
競
争
に
堪

へ
て
野
外
貿
易

の
隆
盛
を
期
せ
ん
楓
は
、
自
国
の
貿
易
を

支
障
な
く
行
ひ
得
る
に
足

る
の
海
運
力
を
保
有
す
る
の
必
要
な
る
ご
ざ
は
「
上
に
述
ぶ
る
所

の
如
く
で
あ
る
。
海

「連
な
る
も
の
は
此

の
如
く
海
外
貿
易
に
封
ず
る
幇
助
機
關

ご
レ
て
重
要

の
も
の
な
る
の
み
な
ら
事
、
そ
は
叉
同
時

に

一
の
濁
立
の
産
業
ご
し
て
、

一
団
の
脛
濟
上
主
要
な
る
關
係
に
在

る
。
例

へ
ば
我
国
に
.於
け
る
運
賃
牧
人
は
、

戦
前
の
大
正
三
年
に
於

い
て
、
五
保
護
會
肚

(灘
淋
郷
時
津
漱
撒
凋
齢
轄
羅

思
だ
け
に
て
も
四
千
八
百
鹸
萬
圓

に
達
し
、

灘

中
の
大
正
五
年
・
は
・
六
保
護
會
肚
(鮭

細
鱗

騨

疇

)
に
三

億
二
重

百
鯨
高
階

達
・
て
鳳

。

(獣
矮

躯

簾

9

躯

澱

黛

獣

篶

搾
喰

」
更
に
之
に
、
所
謂
殊

磐

・
も
の
、
運
賃
牧
入
を
加
論

ぱ
、

我
国

の
彊
賃
牧
人
な
る
も

の
は
實
に
互
額
に
達
す
る
繹
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
互
額

の
運
賃
は
、
我
国

の
海
運
業

が

一
の
濁
立
の
謄
業
ε
し
て
、
國
民
所
得
に
加
ふ
る
所
の
も

の
で
あ
っ
て
、
若
し
も
我
国
が
極
め
て
劣
等
の
海
運

國
に
し
て
、
圭
と
し
て
外
國
の
船
腹

に
依
頼
す
み
も
の
で
あ
っ
☆
な
ら
ば
、
我
国
民
所
得
は
之
れ
だ
け
今
日

の
領

よ
り
少
か
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。

ラ

右
に
掲
げ
た
る
我
保
護
會
　肛
の
運
賃
牧
人
は
、
之
を
分
析
す
れ
ば
、

一
日
本
々
土
井
ぴ
に
其
騒
領
諸
港
相
互
間

く

モ

ラ

　

う

の
航
海
よ
り
生
す
る
運
賃
、
二
日
本
々
土
井

ぴ
に
其
属
領
諸
藩

&
外
囲
諸
港
間

の
航
海
よ
り
生
魚
る
運
賃
、
及
び
三

(

(

海
運
建
国
民
纒
潜
門

第
九
倦

(第
【
號

一
七
三
∀

一七
三
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海
運
ε
国
民
経
済
.

第
九
巻

ム第

「號

「
七
四
)

一
七
四

.

外
國
諸
港
相

互
間

の
航
海

よ
り
生

ヂ

る
運
賃

の
三
部
よ

り
成

る
も

の
で
あ

る
。
.又
之

を
、

日
本
人

ε
外

國
人

こ

の

ラ

負

擢
關
係

よ
り
観

察

す
れ

ば
、
右

の

一
の
運
賃

は
、
全
部
、
之
を

日
本

人

の
負
推

す

る
所

の
も

の
ご
見
倣

し
得

る

(

も

の
、
二

の
運
賃

は
、

一
宇
は
日
本
人

、
他

の

「
孚

は
外
國
人

の
負
捲

ず

る
所

の
も

の
ε
見
倣

し
得

る
も

の
、
而

ラ

ラ
ラ
　

し
て
三

の
運
賃

は
之

を
大
艦

外
國

人

の
負
捲

す

る
所

芭
見
倣

し
得

る
も

の
で
あ

る
。
而

し

て
此

=

一三

各
部

の
運

(
.

(
(

(

ラ

ラ

賃

は
、
年

々
其
相

互

の
割
合

を
異

に
し

、
殊

に
我
海

運

の
獲

達

す

る
に
從

ひ
、
二

の
増

加
牽

は

「
の
そ
れ
よ

り
も

(
.

(

ラ

ラ

大

で
あ

り
、
三

の
増

加
牽

は
二

の
そ
れ

よ
り
も

大
で
あ

る
。
「
之
を

利
用

し
得

る
統
計
材
料

よ
り
推
測

す

る
に
、
保

(

(

ラ

ラ

ラ

護

會
肚

運
賃

収
入

の
中
、
大

正
三
年

に
於

い
て
は
、↑

は
大
凡

そ
其

三
割
、
に

は
同
五

割
、
巳
は
同

二
割

位

で
あ

っ

て

、
大
正

五
年

に
於

い
て
は

、

一
は
大

凡
そ

一
割

「
.一歩

、
二

は
同

五
割

八
歩
、
三

は
同
三
割
位

で
あ

る
。
今

、
之

(

(

(

に
よ

り
て
、
我
運
賃

牧
人

の
中
、
外
囲
人

の
負
推

し
π

る
も

の
、帥

ち
外
國
人

よ
り
獲

る
所

の
額

を
算
出

す

る
に
、

大
正
三
年

に
於

い
て
は
凡
そ
二
千

二
百
萬
圓

、
大
正
五
年
に
於

い

て
は

凡
そ
七

千

こ
百
萬
圓

ε
な

る
。

看

の
金
額

　
コ
く
む
ヨ
ぢ

ヨ

を
エ
　

.は
、
.即
ち
、
我
国
民
が
海
運
勢
務
を
外
国
人
に
提
供
し
て
得

る
所

の
報
酬
で
あ

っ
て
、
所
謂
無
形
輸
出
の
代
償
で
.

あ

る
。
若
し
、
余
の
こ
の
推
算
に
し
て
、
實
藪

ε
大
差
な
き
も

の
ご
せ
ば
、
無
形
輸
出
こ
し
て
の
海
運
勢
務
は
、

め
ヨゴ
ドコ
　

　

コ
ロ
自

我
貿
易
決
済
表
土
極
め
て
重
要
な
る
地
位
を
占
む
る
も

の
ε
吉
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
帥
ち
、
之
を
我
貨
物
輸
出

&
比
較
す
る
に
、
大
正
三
年

に
於

い
て
は
、
貨
物
輸
出
総
額

の
⊥
ハ
億

一
千
三
百
萬
圓

に
対
し
、
そ
の
千
分
の
三
十

六
に
當
り
、
同
年
度

に
於
け
る
第
五
位
の
輸
出
口㎜
起
る
石
炭

(
二
千
三
百
飴
萬
圓
)
ご
略
相
比
敵
し
↓
大
正
五
年
に

7



1

於

い
て
は
、
同
輸
出
総
額
十

一
億
五
千
三
百
萬
圓
に
饗
し
、
そ

の
千
分
の
山
八
十

二
に
當
り
、
同
年
度
に
於
け
る
第

三
位
の
輸
出
品
賣
る
銅
(塊
、
錠
、
板
、
練
磨
合
計
し
て
七
千
萬
圓
)
ε
相
比
敵
す
る
の
で
.あ
る
。
.
、

海
運
査

の
産
業
ご
し
て
、
國
民
経
済
上
重
要
な
る
も

の
だ
る
の
例
は
、
女

之
を
英
吉
利
及
び
諾
威

に
於

い
て

見
る
。
英
國
は
戦
前
に
於

い
て
も
有
名
な
る
輸
入
超
過
國
で
あ

っ
た
が
、
此
超
過
は
何
を
以
て
補
填
せ
ら
れ
し
か

ε
云
ふ
に
、
そ
は
實

に
彼

が
世
界
最
大

の
海
運
國
と
し
て
、
外
囲
よ
り
得
る
所

の
運
賃
ビ
、
其
劃
外
投
資
に
封
ず

、

る
利
子

毛

あ

っ
だ
・
英
國

の
事
情
は
、
嘗

て
「
戦
飢

奏

國

の
海
運
要

る
題
下
に
於
.い
て
並

べ
馨

が
散
に
、

今
は
之
を
省
き
、
專
ら
諾
威
に
就
き
述
ぶ
る
。
北
側
は
、
嚢
に
述

べ
し
所
の
か
の
海
上
劫
掠
を
以
て
嘗

て
欧
洲
諸

国
を
恐
怖
せ
し
め
し

ノ
ル
寸
ソ
の
子
孫
が
住
め
る
國
で
あ
っ
て
、
欧
洲
諸
国

の
海
軍
警
備
完
成
し
、
彼
等

の
海
賊

的
行
動

の
封
ぜ
ら
れ
し
後

は
、
卒
和
的
通
商
に
於
い
て
経
験
を
有
せ
ざ
る
彼
等

ノ
ル
マ
.ソ
は
、
最
早
海
上
活
動
を

號

な
す
能

は
ざ
る
運
命
に
あ
っ
な
で
あ
る
が
↓
幸

ひ
に
し
て
海
上
運
送
が
海
外
貿
易
よ
り
分
離
し
て
、
濁
立

の
産
業
.

策

.

號

ご
弩

馨

が
爲
め
、
藩

士
の
纒
酸

き
馨

も
、
髭

方
面
に
於
い
て
活
動
の
天
地
寛

出
す
ご
墓

糞

恥

の
で
あ
る
。
か
く
て
彼
等
は
引
続
き
海
上
國
民
ご
し
て
活
動
し
、
戦
前

の

一
九

=
二
年
に
は
、
其
所
厨
商
船
噸
藪

捲悌

に
於
い
て
世
界
第
四
位

の
地
位
を
占
め
、
世
界
中
殆
ご
到

る
所

の
港
欝

其
船
旗
を
見
ざ
る
な
き
の
有
様
で
あ
っ

磁

…

併
・
ど

は
勿
濃

葉

舞

貿
易
走

活
躍
…

で
・
・
毛

、
・
塗

運
脊

於
・
て
活
動

・
奏

麟

で
あ

る
。
、即

ち

一
九

一
三

年

の
統
計
を
見

る
に
、
其

所
驕
商
船
噸
数
総

計
二

・四
五
七

・
八
九

〇
噸

〔我

国
よ
り
多

層

海
運
ピ
国
民
経
済
.
.

」

蠕
九
巻

(第
一
號

一七
五
)

一
七
五



【

海
運
ξ
国
民
縷
濟

第
九
巻

(第

「
號

一
七̀
六
Y

一
七
六

あ
目
口
ロ

き

こ
ご
凡
そ
百
萬
顧

)
な

る
に
、
其
貿

易
総

額
は
八

三
三

・三

四
五
・
七
〇
〇

ク

ロ
ー

ネ

(凡

そ
四
億
四

千
八
百
萬

ロ

ヤ

も

た

ヤ

圓
一

我
国

の
約
三
分

ご

で
あ
っ
て
、
貿
易
額
百
萬
圓
に
劃
す
る
商
船
噸
数
の
割
合
は
五
四
八
⊥
ハ
ε
な
っ
て
居

る
。
砦

如
き
は
、
世
界
中
最
汰
の
異
例
に
圏
し
、
之
を
周
様

の
比
整

於
け
る
英
風
の
割
書

生

れ
ば
・
其

三
五
七
%

(
三
倍
半
以
上
)
に
當
り
、
我
国
の
五
こ
○
%

(約
五
倍
)
に
當
る
〔林
聯
掛
鰍
)。
其
貿
易
額

の
少
額
居
る

に
比
較

し
て
か
あ

㌍

其

の
商
船
噸
数
の
大
警

は
、
諾
威
嘉

が
圭

ご
し
で
外
國
諸
港
問

の
航
海
に
徒
事
せ

る
も
の
な
る
を
示
す
も

の
で
あ
っ
て
、
蕎

鷺

外
国
よ
り
得

る
運
賃
牧
人

の
互
額
に
し
て
・
其
海
運
勢
務

が
所

謂
無
形
輸
出
ε

て
、
舞

貿
易
決
済
表
土
、
舞

な
る
役
枝
を
演

本
る
も
の
な
る
を
示
す
も
の
で
あ

る
・
實
際

諾
威
略
英
圃

の
如
《
、
常
に
輸
入
超
過

の
國
で
あ

っ
て
、

一
九

ご
二
年
に
は
其
超
過
額

一
億
七
千

一
百
萬

ク
ロ

ー

ネ
に
上

っ
て
居

る
が
、
野
外
投
資
等

の
殆
ざ
之
れ
な
く
、
海
運
労
務
が
そ
の
唯

一
の
無
形
輸
潤
起
る
同
国
に
於

い

て
は
、
此
輸
入
超
過
億
殆
ご
全
部
、
運
賃
牧
人
に
よ
り
て
決
済

せ
ら
れ
て
居

る
の
で
あ
る
。
今
、

}
九

ご
二
年

の

統
計
を
敏
く
が
故

に
、
姑
く
、

一
九

-
O
年
及

二

年

の
団
団
統
計
局
調
査

に
よ
る
に
、
海
運
牧
人

「
.九

一
〇
年

に
は

一
億
四
千
萬

ク
ロ
ー
ネ
、

一
}
年
に
は

一
億
六
千

一
百
萬

ク
可
ー
ネ
に
達
す
。
さ
れ
ば

一
九

ご
二
年
に
於

い

て
も
其
輸
入
超
渦

は
略
、
運
賃
牧
人
に
よ
り
て
補
填

せ
ら
れ
た

る
こ
蓄

推
測
す
る
に
足

る
で
乞

う
・
而
し
て

此
輸
入
超
過
額
は
、
貨
物
輸
出
総
額
の
四
割
五
歩
に
當

っ
て
居

る
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
補
填
す
る
所

の
同
国
の

1K>one-0・ β747げ π・



、

海
婆

は
、
国
民
的
産
書

し
て
極
め
垂

要
な
・
も
の
雲

は
詮

な
鼠

。
〔
畑
雛

鋸

挽

難

琶

一
の
凋
立
の
産
業
ε
し
て
、
海
運
業
な
み
も

の
が
、
国
民
脛
濟
上
皇
要

の
地
位
を
占
め
得
る
も

の
な
る
こ
ご
は

右
に
述
ぶ
る
が
如
く
で
あ
る
。
今
、
之
を
更
.に
他
面
よ
り
観
察
す
る
に
、
上
述

の
.如

く
海
運
勢
務
が
無
形
輸
出
と

し
て
主
要
な
る
關
係
に
あ
り
、
運
賃
が
貿
易
決
済
炭
よ
重
要
な
る
要
素
な
り
得

る
は
、盲
ふ
迄
も
な
く
、
海
運
力
を

.

有
せ
ざ
る
若
し
く
は
之
を
有
す
る
も
劣
等
な
る
國
が
、
其
支
彿
負
憺
を
な
す
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
海
運
よ
の
劣
等

エ

も

ヤ

國
は
、
自
己
の
輸
出
入
貨
物
に
就
き
怨
、
優
勢

な
る
海
運
力
を
有
す
る
國

に
…射
し
其
支
彿
を
な
す

の
で
あ
る
。
然

る
に
、
自
己
の
輸
出
入
貨
物
に
就
き
て
は
、
之
を
積
込
む
船
舶
を
選
澤
す
る
上
に
於

い
て
、
最
も
多
く
の
自
由
を

有
す
る
澤
で
あ
る
か
ら
、
若
し
彼
が
自
国
に
相
當
な
み
海
運
力
を
有
す
る
な
ら
ば
、
自
国
船
を
撰
痒
し
、
其
必
要

ε
す
る
所

の
海
運
勢
務
を
自
給
し
て
、
容
易
に
共
運
賃
支
鋤
を
自
国
に
保
留
し
得
る
の
で
あ

る
。

こ
.め
容
易
に
自

国
に
保
留
し
得

べ
き
冨
を
、
只
、
海
運
力
を
有

せ
ざ
る
が
爲
め
自
ら
保
留
す
る
こ
ε
を
得
申
し
て
、
之
を
他
國
に

與
ふ
る
は
、
國
冨
増
進

の
上
よ
り
云
ふ
も
、
國
…民
的
職
業
振
張

の
上
よ
り
云
ふ
も
、
甚
だ
不
利
益

な
る
事
柄
で
あ

る
。
赦

に
、
今
日
海
外
貿
易
隆
盛
に
し
て
、
而
む
相
當

の
海
運
力
を
有
せ
ざ
る
國
に
於
い
て
は
、
比
熱
よ
り
も
「

頻

に
海
運
力
櫃
張
の
必
要
が
絶
叫
せ
ら
れ
て
居
る
。
北
米
合
衆
目
[に
於
け

る
今
回
の
大
海
運
力
振
張

の

一
坐
・
の
理

由
も
又
質
に
藪
に
在

る
。

、
、

鑑

衝

撞

濟

,
.

豊

春

(笙

號

宅

七
)

一
七
七

●



海
運
ピ
国
民
経
済

四

ノ

リ

植
民
地
領
有
と
海
運

第
九
巻

(第

「
號

「
老
入
)

一
七
八

喜
望
峰
の
廻
航
、
亜
米
利
加
大
陸
の
獲
見
よ
の
葡
萄
牙
,
西
班
牙
、
和
蘭

の
植
民
的
活
動
8
な
り
、
.佛
英
文
之

に
次
い
で
未
開
地
方

の
植
民
的
占
領
を
開
始
せ
し
所
謂
植
民
時
代
に
於

い
て
は
、
國
力

の
伸
長
萎
縮
は
圭
ε
し
て
、

海
運
力

の
優
劣
に
懸

濁
も

の
、
如
く
に
思
は
れ
た
。
蓋
し
、
商
船
は
軍
艦
ε
共

に
、
萬
里

の
海
外
に
於

い
て
最
も

有
力
に
國
威
を
表
彰
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
其
勢
力

の
優
劣
は
植
民
地
獲
得
上
に
最
も
多
く
の
影
響
を
及
ぼ
す

も

の
で
あ

っ
て
、
而
し
て

一
区
穫
得
し
π
る
植
民
地

ご
本
國
ε
を
連
絡
す
る
所

の
も

の
は
、
實
に
美
園

の
海
運
力

に
外
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
が
く
て
、
.、ゴ
蕾
o
≧
2

夢
o
乏
磐
o的
"
「三
島

ひ
。
芝
o
ユ
鳥
'ご
な
る
思
想
を
生
じ
、
英
国

が
世
界
最
大
の
海
軍

ビ
海
運
と
を
擁
し
て
、
大
植
民
帝
国
こ
な
る
に
及

び
、
、、寧
冨
茸
一p
三
一留

書
。
、≦
巽
ゆ
ω・..
ビ

豪
語
す
る
に
至

,
π
。
之
に
釧
し
ゴ

か
の
最
も
立
ち
遅
れ
て
植
民
的
活
動
を
開
始
せ
し
獅
逸
は
、
「
濁
逸

の
將
來
は

海
上
に
在
グ
」
(前
帝
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
〉
ご
揚
言
し
て
、
英
国
ご
相
競

う
て
海
軍

の
援
張
ざ
商
船

の
建
造
に
努
力

し
だ
も
の
で
あ
る
。
.是
等
は
、
皆

、
大
海
蓮
力

の
保
有
が
植
民
地

の
獲
得
維
持
に
必
要
峡
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な

り
こ
の
信
念
よ
り
出

で
允
る
行
動
で
あ
る
。

植
民
時
代
の
前
年
期
、
即
ち
植
艮
地
獲
得
上

に
於

い
て
各
国

の
間
に
競
争
す

る
の
鯨
地
俗
大
な
り
し
時
代
に
於

い
て
は
、
母
國
と
植
民
地
と
の
連
鎖
は
、
母
国

の
海
運
力
で
あ
っ
て
、
若
し
其
が
微
力

と
な
る
ご
ざ
あ
ら
ば
.此
連

「



'

鎖
の
断
絶
を
來
丁
。
故
に
、
此
時
代
に
於
い
て
は
、
大
晦
運
力
の
保
有
は
、
實
際
、
植
民
地

の
獲
得
維
持
に
就
い

て
必
要
敏
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
併
し
乍
ち
、
其
後
年
期
に
入
b
、
地
球
上
各
國
植
民
地

の
分
布
略
ぼ

定
ま
り
て
後
は
、
海
運
力
を
以
て
す
る
母
國
ε
植
民
地
ε
の
外
形
的
連
鎖
は
假
ひ
甚

だ
微
弱
な
る
も
、
其
貴
質
的

連
鎖
な
る
経
済
上

の
利
害
關
係
は
十
分
に
之
を
保
全
す
る
こ
と
が
出
来

る
様

に
な
つ
な
。
故
に
、
今
日
に
於
い
て

は
、
植
民
地

の
維
持
卜
「必
事
し
も
母
国
海
運
力
の
強
大
な
る
こ
ご
を
要
し
な
い
。
余
は
其

「
例
ε
し
て
、
北
米
冷

泉
國
ε
比
律
賓
8
の
關
係

を
弦
に
述
ぶ
る
こ
ε
が
出
京
る
。

ユ
ハ

合
戦
齪
中
の
事
項
は
多
少
常
態

と
異

な
る
所
あ
る
に
よ
り
姑
く
之
を
除
き
、
例
に
よ
り

一
.九

=
二
年
の
統
計

に

ま
ヨ

よ

る
に

、
比
律
賓

の
外

國
貿
易
総
額

は

二
〇
二
・
一
七

丁

四
人
四

ペ
ソ
で
あ

っ
て
、
其

中
合
衆
國

巳

の
貿
易

は
其

額

最
も
大

に
し

て
網
額

の
凡

そ
四
割

二
歩

を
占

め
八

六
・
二

二
〇
・
五
五

八

ペ
ソ
、
英

国
第

二
位

に
在

る
も
僅

に
合

衆

國

の
三
身

一
だ

る
二
八

・八
八
九

・
四
七

二

ペ
ソ
で

あ

る
。
其
他

の
諸
国

に
至

っ
て
は
、
遙

に
之
よ

り
も
少
額

で

あ

る
。
故

に
此

懸
よ
吻
見

れ

ば
。
合

衆
国

は
経
済
上
最

も
優

越

の
地

位
を
占

め
、
工
業

製
品

の
販
路

電
し
て
叉
原
料

及

び
食
糧
品

の
供

給
地

ご
し

て
、
其

領
有

の
目
的

を
暗

々
達

し

て
居

る
ε
確
言

す
る

こ
ε
が
出
来

る
。

然

ら
ば
合

衆

國
ε
比
律
賓

ご

の
貿

易

に
徒
事

す
.る
商
船
は
何
れ

の
國

鞭

の
下

に
航
海

し
て
居

る
か
。
之
を
回

し
く

一
九

=
二

年

の
統

計

に
よ
り

て
調
査

す

る
に
、
比
律
賓
⊥
ハ
港
即

ち

旨
p
巳
[2

白
竜
9

0
。σ
5

㎞
o]P

N
p
日
σ
。
碧
ぴq
ρ
、
切
p
す
σ
騨
。

を

合
計

し
て
、
沿
岸

航
海
船

を
除

き
、
其
出

入
港
船

は
左

の
如

く
で
あ

る
。

海
運
己
国
民
縄
潴

第
九
巻

(第

一號

一
七
九
)

「
七
九
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強
運
亡
国
民
縄
滑

合 其 英 田 地 合
音 律 衆

計 価 別 本 賓 国

入

　
隻

数

純
噸

数

暫=

]δ
穴
・老
病
}

汕O

内
面
・9
七

憲
七

四
護

二
五
】}

廻
OO

(
(
カ
・n湘
帽

一
旦

'

「三
七
忌
四
{ハ

(
]
】

】
・
湘
四
五
。
四
四
(

一
九

一
一昌年
度
比
律
賓
内
港
胡
入
船
統
計
澱
園
外
國
封
魚
衷

.

出

港

隻
数

純
頭
数

ご
=

一著
誠
・豊
四

さ隻
数話蕊】豊

四
呈三

四
莞
四

第
九
巻

(
第

一
號

一
.入
0
)

一
八
○

大
智

7
杢
元
売
力
四

港

難
}

　謙
　}

一
真
心七
・
昭六
ゼ

隻
数

純
顧
戴

δ
O

一天
崎
先
皇

大
力
四

τ
ぎ
湘
・会
九

合

計

　

え
　　
　
　
　
　

隻
数

純
噸
数

隻
鍛

・

純
顧
藪

　
;

箋

・・:

・・垂

…　
嚢

聯
…

・塾

7
杏

臨
写

カ
一三
・
三
里
.

出
入
船
噸
敷
組
討
に
謝
し
て
其

一
〇
・
三
%
を
占
む
る
に
過
ぎ

・之
に
よ
れ
ば
、
母
国
た
る
合
衆
國
の
船
舶
は
、

歩
、

比
律
賓
に
船
籍
を
有
す
石
も

の
を
之
に
合
算
す
る
も
荷

一
三
・八
%
に
止
ま
る
。

然

あ
に
外
国
船
ぼ
噸
数
に

於

い
て
総
数

の
八
六
・
二
%
を
占

め
、母
国
た
る
合
衆
國
船
舶
の
約
八
倍
半
に
當

る
。
就
中
英
国
船
は
総
数
の
四
六

・
一
%
を
占
め
母
國
船

の
四
倍
以
上
で
あ
る
。

更
に
軍
比
律
賓

の
封
母
國
井

び
に
諸
外
國
に
封
ず
る
國
別
貿
易
償
額
巳
、
輸
逡
船
舶
の
国
籍
別
に
よ
る
貿
易
便

額
ε
を
対
照
す
る
に
左

の
如
く
で
あ
る
。

開拓
=
昌年
度
比
律
賓
圃
別
貿
易
・船
籍
別
貿
易
封
照
表

合

衆
閥

比

律
賓

日

本

英
吉

利

其

他

合

計ペソ

比
律

賓

の
国

別

貿
易
佃

額

八六
二
暮
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(
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・六
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豊
(
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ゼ
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国
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…

{
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口
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輸
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舶

の
国
籍
別

貿
易
慣
纈

】六
大
会
λ
三
〇

六
・
拓
丁
接
目

憲
・島
圓内
・莫
四

三
亙
δ
召
人
豊

異

心
舞
三
.
(

H一旦
.
一三
西
(
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f
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ー
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I
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等
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L

邸
ち
、
合
衆
國
船
舶
が
母
国
貿
易
品
を
鹸
…迭
す
る
は
、
其
総
領
額
の
二
〇
%
に
足
ら
宇
、
之
に
比
律
賓
に
船
籍

を
有
す
る
も
の
＼
輸
邊
高
を
加
ふ
る
も
、
佃
二
七
%

に
充
な
な

い
。
之

に
反
し
て
隊
外
國
船
に
よ
り
て
比
律
賓
に

輸
出
入
せ
.蜜
る
、
貨
物

の
償
額
は
比
律
賓

ε
外
国
虚

の
貿
易
額
よ
り
遙

に
超
過
し
、
其
超
過
額

(六
三

二

四
二
・

九
五
八

ペ
ソ
)
は
、
合
衆
国
比
律
賓
貿
易
の
七
三
%

に
當

っ
て
居

る
。
之
れ
、
取
も
直
さ
ず
合
衆
國
ε
比
律
賓

こ

の
貿
易
が
圭

こ
し
て
外
国
船

の
輸
逡
力
を
籍
り
て
行
は
る
、
も
の
な
る
こ
ご
を
示
す

の
で
あ
る
。

.

之
を
要
す
る
に
、
合
衆
国
は
比
律
賓
を
以
て
、
母
国
工
業
製
品

の
販
路
と
な
し
父
母
國
に
劃
す
る
食
糧
品
頒
料

品
の
供
給
地
ε
な
し
、
之
を
植
民
地

ε
し
て
領
有
す
る
の
實
質
上
の
目
的
を
略

々
達
し
て
居

る
の
で
あ
る
が
、
而

も
母
國

ε
植
民
地

ご
を
結

び
付
く
る
所

の
外
形
的
連
鎖
た
る
海
運
力
は
、

却

っ
て

外
國
に
依
っ
て
居

る
の
で
あ

る
。
之
れ
余
が
、
今
日
に
於

い
て
は
植
民
地

け
領
有
上
必
ず
し
も
母
國
に
強
大
噸
る
海
運
力
を
保
有
す
る
の
要

な

し
ε
云
ふ
所
以
で
あ

る
。

盟
・に
植
民
地

の
領
有
ε
云
ふ
上
よ
り
云

へ
ば
、
母
国
に
強
大
な
る
海
運
力
な
く
ε
も
其
目
的
を
達
す
る
こ
ε
が

出
乗

る
。
併
し
其
場
合
に
は
、
母
國
ε
植
民
地

ご
の
間
に
於
け

る
貨
物
輸
送
は
、
必
中
之
を
外
國
の
船
舶
に
委
托
せ

.

ね
ば
菰
ら
ぬ
。
換
言
せ
ぱ
、外
囲
船
舶
に
黝
し
て
豆
類
の
運
賃
を
支
.携
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然

る
に
、
母
国
植
民
地
問

の
貿
易
に
於
い
て
は
、
其
貨
物

の
積
込

に
就

い
て
船
舶
を
選
撰

す
る
に
當
り
、前
に
述

一、
だ
る
自
国

ご
外
國
ご
の
貿

、

の

易

の
場
合
よ

り
も
、
更

に
多

く

の
自
由

が
.あ
.る
。
故

に
若

し
、母

国
.叉
は
植
民
地

に
於

い
て
、
相
當

の
船

腹
を
有

す

る
な
ら
ば

、
其
間

の
貨
物

は
悉

く
之

に
積
込

み
、

一
隻

の
外

國
酷

の
力

を
も
借

ら
ざ

る
こ
ご
が
出

來
得

べ
き
謬

で
.

海
運
ε
国
民
脛
濟
.

第
九
巻

(第
一
號

一
八
;

[
八
一

●
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地離
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ε
国
民
側偶潜
桝

第
九
血便

(信用
「
號

一
入
二
)

一
入
二

あ

る
。

從

っ
て
、
其
間
.の
運
賃

を

、
母
固

文
は
植

艮

地

の
利
益

の
爲

め
に
保
留

す
る

こ
ε
も
出
家
得

べ
き
繹

で
あ

る
。
故

に
、
母
国
植
民
地
閲

の
航
海

が
外

國
酷
に
依

ら
ざ

る

べ
か
ら
す

し
て
、
年
々
之
に

豆
類

の
運
賃

を
與

ふ
る

は

、
国

民
経
済
政
策

ご
し

て
甚

だ
拙
劣

な
る
事
柄

建

言

ふ

べ
き
で
あ

る
。
応

黙

よ
り
音

へ
ば
、
植
民
地

を
領

有

す

る
國
家

は
、
國
富
保

全

ご
国
民
的

職
業

を
披

賑
す

る
上
よ

り
見

て
、
相

當

の
湛
湛
力

を
保
有

す
る
必
要

あ

り
と
言

ひ
得

る
で
あ

ら
う
。

ら
ヨ
ら
ざ

叉
、
母
国
植
民
地
問

の
旅
客
貨
物
は
母
國
船
舶

の
爲
め
の
積
荷
こ
し
て
保
留
し
得

べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
植

民
地
航
路
は
母
國
海
運

の
瞥
養
線
な
り
得

る
も

の
で
あ
る
。
敢
に
、
海
運
上

の
後
進
国
は
、
母
国
植
民
地
問

の
航
海

.に
劃
し
、沿
岸
航
路
主
義
(内
厨
航
路
主
義
)
を
適
用
し
、
之
を
母
国
船
舶
の
濁
点
に
委
ね
て
、
其
間

の
検
客
貨
物

の

積
込
を
原
則
こ
し
て
外
国
船
に
祭
事
る
も

の
も
あ
る
。
北
米
合
衆
國
の
如
き
も
、
亦
此
主
義
を
探
る
も

の
で
あ

っ

て
、布
哇
や
比
律
賓

と
母
国
ご
の
問

に
於
い
て
は
、
外
国
器
に
旅
客
貨
物

の
積
込

を
許
し
て
居
な
い
。
叉
か
く
の
如

く
、縄
掛
禁
止
主
義
を
探
ら
季
ε
も
、
母
国
植
艮
地
問

の
貨
物
に
就

い
て
は
、
種
々
な
る
名
義

の
下
に
之
を
母
国
船

の
爲
め
に
保
留
し
て
、外
囲
船
に
謝
し
制
限
を
加
ふ
る
こ
ε
が
あ
る
。
か
の
英
國

が
職
齪
中
東
洋
方
面

の
航
路
に
於

い
て
、
日
本
船

に
其
勢
力
を
譲
り
た
る
を
恢
復
せ
ん
が
爲
め
に
、或
は
印
度
に
於

い
て
》
或
は
濠
洲
に
於

い
て
、近
頃

貨
物
積
込
特
許

の
名

の
下
に
主
要
貨
物

の
積
込
を
禁
止
し
、或
は
焚
炭

の
積
込
を
制
限
し
、其
他
種

々
な
る
手
段
を

以

て
邦
船
に
歴
迫
を
加
ふ
る
の
事
変
あ
る
は
、
即
ち
植
民
地
航
路
を
以
て
母
国
海
運

の
瞥
養
線
ε
な
さ
ん
ε
す
る

も
の
で
あ
る
。
戦
.鼠

の
結
果
、
海
運
よ
の
勢
力

の
柑
衰

へ
拠
る
英
国
.
大
英
帝
国
主
義

の
色
彩
益
々
.濃
厚
な
ら
ん
ε

帯 最近濠洲政府 に叉、英国の占領 下1二在 る ラバ ウル港(菖 蜀旗 カイゼル、弁ルヘルム島}に

於 け る荷 上げ た英図脂のみに限 り、外画船に之奄許 さざる旨獲衷 ぜ リミの ここで あ る。
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す
る
英
国
が
、母
国
植
民
地
間

の
航
路
を
、將
來
に
於

い
て
も
戦
前

と
同
様
に
諦
外
.國

に
…謝
し
て
開
放
し
置
く
や
否

や
は
多
少
疑
問
ε
せ
ら
る
、
所
「で
あ
っ
投
が
湘
右
の
如
く
植
民
地
貨
物

の
積
込
に
就
き
、
外
國
船
に
或
種

の
墜
迫

を
加
ふ
る
に
至
り
た
る
よ
り
見
れ
ば
、
そ
が
.本
図
政
府

の
意
思
に
出
.つ
る
と
、
植
民
地
敬
聴

の
意
思
に
出
つ
る
ご

を
問
は
す
、
若
し
英
国
海
運
の
戦
鑑
に
よ
る
打
璽
更

に
意
外
に
甚
だ
し
き
も
の
あ
る
を
獲
見

す
る
こ
と
あ
ら
ば
、

北
米
合
衆
国

の
如
く
、
企
植
民
地
領
土
に
射
し
て
、沿
岸
航
路
主
義
を
適
用
す
る
に
至

る
こ
ε
無
き
を
保
し
難

い
。

若
し
果

し
て
さ
る
こ
ε
あ
ら
ば
、
我
海
運
に
と
り
て
、
實

に
恐
る
べ
き
打
撃
で
あ
る
。
我
国
は
此
思
題

に
就
き
今

日
よ
り
十
分

の
研
究
を
怠

る
こ
ε
を
得

な
い
。

■

五

國

防

と

海

運

以
上
、
余
は
、
國
民
経
済
上
よ
り
海
運

の
重
税
す

べ
き
所
以
を
論
述
し
π

の
で
あ
る
が
、
最
後
に
、
藪
に
、
軍

事
上
海
運
力

の
重
現
す

べ
き
所
以
を
.
=
目
し
て
本
論
を
結
ば
ん
冠
す
。
抑
も
、
近
代

の
戦
争
は
其
起
る
こ
8
昔
日

の
如
く
頻
繁
な
ら
ざ
れ
ざ
も
、

一
度
之
が
簇
生
す
れ
ば
、
極
め
て
大
企
模
に
し
て
、
國
力
を
擧
げ
て
之
に
當
り
、

戦
騨

の
行
は
る
＼
地
域
も
叉
極
め
て
慶
大
で
あ
る
。
故
に
、
海
戦

に
於
い
て
、
海
軍

の
活
動
を
幇
助

す
る
に
多
藪

の
高
鷲
を
必
要

ご
す
ろ
は
盲
ふ
迄
も
な
く
、
陸
戦
に
於

い
て
も
軍
隊

の
輸
送

や
軍
需
品

の
運
搬

の
薦
め
に
多
敬

の

リ
ロ
ゆ
ぢ
ゆ
　ド
　
　ま

　

　
リ
ロ
ヤ
ン

商
船
を
必
要

亙
し
、
優
勢
な
る
商
船
隊

の
力
を
件

ふ
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
海
陸
共
に
到
底
戦
争
を
遂
行
す
る
こ
ε
を

得
な
い
、
加
之
、
近
塒
の
戦
争

は
國
力
を
擧
げ
て
、
之
に
徒
事
し
、
大
企
模

の
産
業
動
員
を
行
ふ
必
要
あ
る
に
よ

海
運
芝
国
民
経
粥
田

第

九
巻

(第

一
號

[
八
三
)

一
八
三
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,

海
運
ピ
國
属
経
済

第
九
巻

(第
一
號

一
八
四
)

一
入
四

り
,、
國
艮
の
日
常
生
活
必
要
品
は
、
其
生
産
減
少
し
、
之
を
中
立
国
よ
り
輸
入
せ
ざ
る
べ
か
ら
費
し
て
、
そ
が
爲
め

に
も
多

大
の
船
腹
を
必
要

ご
す
る
。
故

に
、
大
海
運
力
を
保
有
す
う
に
葬
れ
ば
、
今
日
に
於

い
て
は
国
防
を
全
う

し
戦
勝
を
得

る
の
望
、
甚

だ
少
し
定
云
ほ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
事
は
今
回

の
職
識
に
於

い
て
、
各
國

の
切
に
経
験
し

た
る
所
で
あ
っ
て
、
極

め
て
最
近

の
事
實
な
れ
ば
、
藪
に
詳
細
に
論
述
す
る
の
必
要
は
無

い
の
で
あ
る
が
、
.今
其

適
例
ご
し
て
.
儂
國
船
腹

の
大
峡
乏
ご
、
.英
国
海
運
の
戦
時
活
動
と
を
塞
ぐ
る
。

.

佛
蘭
酉
は
、
開
戦
常
時

二
百
二
十
萬
噸

の
船
腹
を
有
し
、
願
敷
上
世
界
第
五
位

の
海
運
國
で
あ

っ
て
、
我
日
本

よ
り
は
遙
に
多
く
の
海
上
活
動
を
し
て
居
っ
た
。
然

る
に
職
事

の
進
行
ε
出
ハ
に
、
其
領
土

の
敵
に
占
領
せ
ら
る
、

も

の
漸
く
多
く
、
食
糧
品
を
始
め
国
民
日
常
生
活
必
要
品

の
缺
乏
甚
だ
し
く
し
て
、
圭

ε
し
て
是
等
を
外
囲
よ
り

の
供
給
に
仰
ぐ
に
至

っ
た
。
故
に

一
方

に
於
い
て
海
軍

の
活
動
を
動
く
る
に
多
大

の
船
腹
を
要
し
だ
る
の
み
な
ち

季
、
他
方

に
於

い
て
は
軍
需
品
を
初
め
食
糧
品
其
他
生
活
必
要
品
を
海
外
よ
り
輸
入
す
る
爲
め
に
、
次
第
に
多
く

の
船
腹
を
必
要
と
レ
、
自
国
船
は
殆
ぜ
定
期
航
海
を
屡
し
て
迄
、
全
部
を
擧
げ
て
之
に
用

ゐ
、
其
上
更
に
外
國
階

を
多
数

に
傭
船
し
な
。
今

、

モ
ー
妾
.

・
・
ア
ー

ル

(諄

霧

9

。
[・)

の
計
算

に
從

ひ
、
佛

國
が
外

國
船
主

に
支

挽

ひ
だ
る
傭
船
料

の
額
を
墨
ぐ
れ
ば
、

↓
九

一
四
年
は
四
億

「
千
五
百
萬
注
、

一
五
年
は
十
八
億
五
千
萬
法
、
,一

六
年
は
二
十
五
億
法
、

一
.七
年
は
三
十
億
法
、

一
八
年
は
四
十
億
法
で
あ

っ
て
、
合
計
百
十
七
億
六
千
五
百
萬
法

(
四
†
七
億
六
百
萬
圓
)
に
達
し
て
み
る
。
以
て
如
何
に
船
腹
缺
乏
に
苦
み
し
か
を
知
る
に
足
で
あ
ら
う
。

翻

っ
て
、
英
国
階

の
戦
時
活
動

の
有
様
を
見
る
に
、
、
一
九

一
.四
年
六
月
末
即
ち
閑
職
前
約

一
ケ
月
常
時
の
英
国

隊

、

●

}



商
船

は
、
百
噸

以
上

の
も

の

一
〇
・
=

一四
隻
、

二

〇

・五

二
三

・七
◎
六
順

、

其
中

、

千
六
百
顧
以
上

の
も

の
は

三

九
Q
O
隻

、

二

八
・九
〇
〇

・
○
○

○
噸
で
あ

つ
で

、
此
等

の
内

、
凡

そ

一
五

〇
〇
隻
、
噸

数

に
て
凡
そ
金
敷

の

こ
割
」は
閑
職
後
間

も
な
く
徴
獲

せ
ら
れ
、
英
艦
隊

に

石
炭
糧
食

其
他

の
軍
需
品

を
輸
送

す

る
に
用

ゐ
ら
れ
允
。

其

後

、
巡
邏

船
、
假

装

巡
洋

艦

、
運
送
船

等

こ
し

て
徴

獲

せ
ら

る

、
も

の
、
次
第

に
其
敷
を
増

加
し
、
.英

陸
軍

が
大

陸

に
於

い
て
活
動

す

る
に
及
ん

で
は
、
盆

亙
大
企
模

に
徴
稜

せ
ら
れ
、
且

つ
聯

合
與
國

の
軍
用

に
貸
與

せ
ら

る

、

も

の
順
次
増
加

ず

る
に
至
り
、

一
九

　
五
年

に

至

っ
て
は
、
千
六

百
順
以

上

の
航
洋
船

の
み
に

て
も
、
政

府

に
徴

獲

せ
ら

る
、
も

の
其
九
割

に
達

し
な
。

此
等

の
徴
獲

階
は

勿
論
全
部

が

直

接
軍
用

に

供

せ
ら
れ

た

の
で
は
な

い

が
、
其
内

、假

装
巡
洋

艦

こ
し

て
用
ゐ

ら
れ
た

る
も

の
は
凡
そ
百
隻
、佛

國

に
貸
興

せ
ら
れ
だ

る
は
凡
そ
六
百
隻

、

.

伊
園

に
貸
興

せ
ら
れ
え

る
は

凡

そ
四
百
隻

で
あ
う

て
隔
絶

は
英
軍

の
軍
需
品
輸
遙

&
政
府

管
理

の
下
瞳
於

い
て
国

民

の
日
常
生
活
品
輪

逡

に
従
事

し
な

の
で
あ

る
。
之

れ
實

に
戦

前

に
於

い
て
は
世
界

貨
物

の
孚
量

を
鹸
…退
す

ε
稽

せ
ら
れ
し
英

国
海

運
力

の
殆

ご

全
部

を
塞
げ
て
、
戦
時
動
員

し
た

の
で
あ

っ
て
、
か

玉
る
偉
大

な
る
海
運

力
を
有
し

た
れ

ば
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